
キーワード：

Keywords:
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　Society5.0の実現に向けて内閣府が推進する情報活用能力の育成および数理人材・データ関連人材の育成計

画に則して、情報・システム研究機構は、機構が推進するデータサイエンス事業の一環として、2020年度

に、大学および研究機関の研究データを、初等中等および高等教育（大学・大学院、高専教育、専修学校）に

提供する活動を開始する。 

　その試行として、名古屋大学と九州大学を含めた先行プロジェクトは、試験用プラットフォームを構築し

て、まず、機構下の国立極地研究所が保有する極域の観測および採取データ（気候・環境、地質、宇宙、生物

データ等）を対象に、 

　・データ管理：研究データを定常的に提供するためのオンライン管理 

　・データ情報整備：データ基本情報と、どのようなことが分かるか、どのような場面での利用が効果的か等

の付帯情報の付与、可視化結果の付与 

　・データ陳列：実際のデータ提供（発見、識別、選択、入手） 

　・データ変換：一般的なソフトウェアでも取扱可能とするためのフォーマット変更 

　・データ融合：データ間の関連性の導出 

　を進めている。特にデータ変換は、バイナリ形式など研究の都合で採用されることの多いデータ

フォーマットを普遍的なアスキー形式に変換して取扱いを容易にする仕組みであり、データ情報と合わせ

て、科学への接触機会を増やすものである。データ融合は、データ駆動（Data-Driven）をキーワードに、関

連性の高いデータを計算機がリストアップする仕組みであり、研究および教育の現場にて、科学の本質である

メカニズム解明のための数理的追求活動を訴求するものである。 

　2020年度の本展開では、取り扱うデータを全分野・全大学へ拡大して、上述のプラットフォームを公開す

るとともに、例えば、出前授業の開催、教材への適用、課外・課題活動への導入提案、人材育成プログラムの

開講など、教育現場と連携して人的プロモーションを開始する。ニーズとシーズの連携、ハードとソフトの両

インフラにより、包括的な知識高度化システムを起動し、循環させ、初等中等および高等教育課程における人

材の情報処理能力および情報活用能力の向上を目指すとともに、科学本質およびそのプロセッシングに接触す

る機会を増やして、高度情報化社会を牽引するための高度知見を備えた人材の輩出を目指す。
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